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野生植物とア Jl ; . カロイド
佐 H臨 茂 樹

アルカロイド中のあるものは、医薬や農薬に、ある| 上の実は集って輪生のようになる。全辺で葉商には小
ものは香辛料や噌好料としての価値が大きいので、特| さい泊点を散布し、一種特有の香気がある。 5 月頃枝
に大量に栽培されているものがあるO 最近までアメl J I の上端に円錐花序をなし、呑りのある小形 4弁の白色
カの占領政策で栽培禁止となっており、 29年 5 月には| 花をつける O 峰雄異説で花後しよう果を結び紅熟して
神戸市内雲水地区で、観賞用として庭先につくったも
のが問題となり、越えて 7 月には外貨獲得の重要性か
ら、限定栽培が詔められたケシのごときはその最たる
ものである。ケシとともに麻酔薬として扱われ栽培禁
止の憂さ目を見、繊維料としてのみ許されたアサもそ
の 1つである。局所麻酔薬として卓効のあるコカ、解
熱、鎮痛の外マラリアの特効薬としてのキナ、 I啓好料

ぞれ特有のアルカロイドを含み、それら特性の活用を
目的に栽培されている。
野生植物のなかでアルカロイドを含むものには、特

殊な家伝の妙薬的なものや、一地方でのみ利用されて

美しい。
) ミヤマシキミ…一木両全花

4 弁 4齢芯しよう果
ν キ ミ もくれん科常緑小喬木、両全花弁

12多貼T示、果実こつとっ星状
木部には現糖体X キミ γを含み、実にはアルカ官イ
ドの一種スキミヤニンや精油などが含まれ、果実も有
毒とされる。民間では葉を煎じて治風の薬とすること
がある。
3. コクサギ
落葉濯木で高さ 2 - 3 m。山野の樹下陰地に生ずる
。多くの授を分ち、実には光沢があって、透明な小点

いる局地的のもの、あるいはいわゆる民間薬として利 lを有し、完全する。倒卵形または楕円形で先が尖り、
泊されているものなど、内容は種々さまざまである| 葉柄は短かく資は軟かい。一種の臭気がある。雌雄異
が、利用価値が少ないか、まだ利用の道が開けない未 1;除で 4 月頃葉がまだじゅうぶん開かぬうち、黄緑色の
知数のもので、なかには有毒樋物としての激しい生盟| 小花を開く。地花は総状花序で 4 弁 4雄芯で退化した
作用から、特に注意をはらわれているものもある。 I雌芯があり雌花は 4 弁 4 琴 1世話芯で退化した 4捻芯が
1. メハジキー名ヤグモソゥ | ある。果実は萌〈サグ〉で、 4つに裂関する。熟果は
田野路傍に多く自生する二年草で、根支は長い柄を| 内果皮の反転で虚子を遠方に弾き出す。根皮をはぎ攻
そなえ卵円形で浅く裂け、粗きょ歯を有する。茎の高 iり乾したものは、淡黄色で苦味があり、煎服すれば疫
さは 1 mに達し、四角で細毛があり、枝を分つ。茎葉| を去り解熱の効がある。毒虫などの筈を受けたとき、
は対生で探く分裂し、裂片は狭いf皮針形で少数の切れ| その部に生葉をもんでその汁を皇室ると効果がある。木
とみがあり、上回は色濃く脈はくぼみ下面は淡い。茎
上部の葉は単一で線状である。夏から秋にかけて茎上
部の葉えきに、淡紅紫色の唇形小花が苦手りっさ、専は
鋭く 5片あり下r容は 3裂する。そう果は宿存撃のうち
にあって、分果には 3稜がある。
花どき会主主を] 反り乾したものを、漢方で益母草と日子
び古来婦人病の妙薬とされる薬には結晶性のアルカロ
イドの 1穫レオ百リンを含む。果実を莞蔚子〈ジユウ
イシ〉と I乎び、煎じてJ m 疾、利尿、子宮収縮、鎮痛、
解熱薬として、月経過多症を調整し、体力を回復する
効が大きいとされる。春先、若い葉をゆでてさらし食
用に供する。 29羊 7 月未明石市江井ケ島西島の公民館
敷地内と明石公園東部とで苦手生を見た。
2. ミヤマシキミ
常緑の濯木で山中の樹下に生じ、高さ o 5  m 。葉は

皮質で互生し、日光に当ると葉柄が赤色を帯びる。枝
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部及び根皮にはすリキνγ、コグサギν、コグサギニ
γ、コグサギノリ ν、預巣にはスキミヤニンを含む。
茎環の煎汁を牛馬のシラミ退治に用い、便所に投7¥し
てハエの発生を防ぐ。

j草木 マY 山ウ
木本j棄は単葉 コグサギ
葉は羽状
! 葉は互生する サ…ゥ
葉は対生するー・・. . . . ・- ・…・ゴシュユ

多肉巣を結ぶjしよう果 ミカ γ

核果
! 常緑濯木 ミヤマシキミ
落葉喬木・........・H ・-….......…キハダ



4. キハタキワタシヨロシヨロペ
t唯准呉株の落葉喬木で山地に生ずる。高さ2 0 m内外
に達し、樹皮は淡寅褐色で厚いコルグ質をなし、縦溝
があり内皮は黄色であるO 本邦いたる所に産するが北
海道‘東北地方の山地に多くぞ自生する。奨は奇数羽状
複葉で対生し、裏面は帯白色、全体がウルシの葉に似
てトる。夏枝先に円錐花序の黄緑色の小さい花をつけ
る。雄花は 5雄芯、雌花は 1雌芯、子E警は 5室で核果
は球形黒色5子をコヘれる。
幹の内皮にはすウレ y と同じようにベルマリシを含
む。樹皮をはさf外皮を除いたものを黄葉くすウパグ〉と
いう己樹皮は夏の土用前後がはぎ易い。健胃剤として
有効で下痢止としても卓効がある。 1 目 5 g の粉末、
または煎剤とじて服用する。苦味が強い。外用として
は外皮の粉末を酢でねり合せ、打身、骨折の，患部に塗

火傷やまたずれ、湿疹などには内皮の粉末を予のまま
散布する。その他、口中病、テJ カン症、胃ケ千レ γ

歯痛、はれ物、訟はれ、腹痛などに効く O

4 〆ラニスグ〈陪羅尼助〉大和名野郡洞川〈ド口カワ〉
特産の薬で、キハグの樹皮を煮つめて裂したもので、
春の彼岸から秋の彼岸までの聞に皮をはぎ、日光でよ
く乾かし 3 c m 内外に細切し、釜の中で71 ¥を加え l s
夜煮つめ、それを漏し、さらに鍋で煮つゐると、アメ状
の黒色で粘い濃い液となる。液の光沢をよくするため
にアオキの葉をスれる。との液を竹の皮にの丹、日光
で乾かし板状とする。かくして乾回した製品は、変敗
しないか与久しく貯蔵に耐える。湯で煮たものは腹痛
の妙薬とされ、打身などには酢を加えてねりまぜ、! 患
部に塗る。キハダ、にはベルペリンとバルマチy なる苦
味あるアノレカイド‘を主に、他にオウメグノニ y 、オウ
バグラグトンを含む。
5. ・クララ クサエンジユ ウヲコロシ
いたる所の山野に多い多年生の草本で、神戸では摩

耶宇円フツレ線の両側や布引ノd <i源池あたりに多い。根は
i f f J j すい状で太く、茎は群り生じ直立する。高さ 9 0 -
100 c m に達し、葉は奇数羽状複葉で小葉は 10:-18対
に及び、概ね長楕円形で、鈍頭全辺である。初夏淡黄
緑色の蝶形花を長い総状花序につける。果実はさや
で、先はとがり円柱形でくびれがあり、アズキぐらい
の種子を7¥れる。苦参〈グジン〉と呼ぶのは根を掘り

? 縦に割り、外皮を除いて 5 - 1 0 c m に切って乾かした
} ものである。
i  アルカ戸イドの7 トリシを含み、苦味が強〈、漢方
? で 1 日 5 - 1 5 g を煎じ健胃剤とするが、有毒であるか
l  ら用量に注意を要する。茎葉の煎汁は農用殺虫剤と
J し、牛馬など家畜の皮膚寄生虫の駆除に用いられる。
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ヒゼンやタムνに外用し、薬の煎汁はヨウによく効く
という。中毒すれば神経麻痔をまたし、強度のケイレ J、
ν呼吸麻煉を起して死に三三る O ーい、レ‘
この捕物の繊維を用いてナワを作り、古くは紙を製
し苦参紙といった。
6. ツズラフジオオツズラフジ
落葉のつる情物で本州、l中部以西の暖地山林中に生

ずる。つるは細長く他物に巻き、葉は互生し卵円形で
心脚、全辺または五浅裂長さは 6 - 1 5 c m、表面につ
やがある。若葉の裏面や若茎には毛がある。雌雄異株
で、夏奨えきに円錐花序淡緑色の小花をつけ・、花後小
球形黒色の核巣を結ぶ。つるはじようぶで乾してかご
をあむことがある。根を輪切とし乾したものを漢防巴
〈カソボウイ〉と呼び、アルカロイドの一種シノメニ
ν、ジ戸乙ノノメニγ、ジ戸ペルシν、アグ Y ミシ、宇ノ
ナグチνなどを含む。 1 日3 - 5 g を煎じ利尿剤とし
たり、日ウマチスなどに用いる。注射薬に製し神経
痛、肩こり、腹痛、りウマチスなどに有効とされる。
ヅズヲブジ科の植物にはいくつかのアルカロイドを

含有する。 ・ 4  ， .:;(;?"'f; t. 
コウモリカズ、ラ ・
Dauricin C3sH140uNl 

カミエピ〈アォ γズラブジ〉
Trilobin .  C e H " a O  N:l  
Trilobamin .  C  

ハスノハカズラ
Stephamin C34H"uOnN3 

ミヤコジマツズラブジ
Insularin C " H " R O，;N3  

コウジウウヤグ
Coclaurin C ，7H l山oO"N

茎はつるf性注でで、他物にからみつく

て TU

t ‘ 
f"_， J  

、... ，.' 
，t....， t  !?tt鴻蜘一の曜基葉は広卵~ 浅 3裂花序大.一.叫..…一.叫…….ド一.一一.吋…….日一.ド一.リ.γズズ句ラブ志ジy  

葉は卵円~掌状浅裂花序小.一一.目……..一aリ一一.吋一…..一.一一.リ.カミエピ
葉柄ーは申書形につく

! 薬及び事にに毛あり ミヤコジマげラフオ葉事ともに毛なし

! 葉はさ角~ 七角形 コウモリカズラ薬は広卵~ やや吉角一…・・ハスノハカズラ
茎は直立常緑濯木………・一. . . ・M ・..・コウ y ウウヤグ
7. メギコトりトマラズ e ヨロイドオシ 1  
関東以西の各地山野に自生する落葉小濯木校を繁〈

分つ。葉は短校上に群り生じ倒卵形をなし、下部はく
さび形に細まる。葉の変形した鋭い針ーがある。春4 月
下向の黄色花を総状花序につける。事、花弁、総芯各
々 6枚で開花のとき手を触れると、雄芯の急激な内曲



運動を起し、花粉を柱頭にふりかける。嘩芯は 1 本 | 墓地とか堤防、あぜ、路傍、山獲などに自生する球
で、秋冬の候紅熱するしよう来である。 I根植物で地下の鱗茎からそう主主し、先端は鈍頭でやや
木部を採集し乾燥したのが小葉〈ショウメグ〉であ IJ事く、光沢がある。初夏には枯れてしまう。鱗茎は婿
る。茎及び根部には次のアルカイドが含まれている。 I円形。秋彼岸項、環が柏れてなくなった所から地上
ベルベリ ν、オキνベルベリハベルハミ γ、オキ| に、緑色多肉中裂の花茎だけを出し、芸国乙 5 - 6傭

y アカ νチν、ヤテオリチy 、コル y メミ y 、y ョゥ| の花を散状につける。
メグニ: / 花は赤色で花がい片は 6枚総形で長さ 4 c m 巾5 -
小棄は健胃剤とする。民間では葉及び木部の煎汁を I 6 m m、縁辺が多少波状をなし外に向って反曲する。

洗眼料とする。材は鮮黄色で美しいから、寄木細工、 | 雄花 6本、花糸長く湾曲し、花外に超出する。雌花は
木象がんなどの黄色部に使用する。附、コグサギの材 Ii雄花よりも長く子房は下位で緑色を呈する。おおむね
は黄白色で強く、割り易いので、小細工物に使われ Ij結実性を欠き専ら球根で繁殖するから群り生ずる。梁
る。
ヒロハヘピノボラズ、ヘピノボラズもメギと同じ効

用があるとされる。
メギ麗検索

! ? は全辺校に溝あり葉小、花序は散状..，............メギ
校に溝なし葉犬、花序は捻状. . . . . ・H ・...・すすメメギ

葉は歯牙縁、またはきょ歯あり

色体がト P プロイドでしかも野生種なので、遺伝学上
一躍有名になった。
鱗茎中には]) : / : : z ν、セキサニν、セキサノ pν、
ホモ] ) : : z ] ) : / 、ロコレニシ、プソイド P コリ νなどの
アルカロイドを含' u ' 。
リコリシはエメチνと同性で、毒性はエメチνより

弱いが、催吐作用はエメチシより強い o ])コ)):/は解
熱の作用もあわせ持っている。鱗茎は吐根に代用して

! 葉倒卵形、花多く総状 ヒロハヘピノボラズ |ιや誌の薬問。毒性雌いから索機慨は
葉は倒彼針形、花少なく散 ~ 短総状注意を要する。煎汁ははれ物、カイセy 、タムシ等の

ヘピノボラズ| 患部にぬる。全草の汁液を監ーに^ れると、ネズミが嬢
8. オウレシ | うのでネズミ除けに効果があり、との粉を京諸に散布
μ地樹林下の陰地に生ずる常緑の多年生主主本で、多| すると虫よけの室町があるという。汁ははれ物、慢性皮
肉の肥厚した根茎は結節が多く黄色で、同色のひげ根 IJ書病に塗布する。
を出す。根生薬は苦手り生じ長柄をそなえ、葉身は 3分 ! 方言が多く①毒性からきたもの、②それに関連を持
し、各裂片はさらに分裂し、鋭歯牙縁を有し質が磁| っ仏臭い名称、③植物の性質を現わすものと、@ 人の
い。
責連は根茎を採集し細毛状の根を焼き長り、むしろ
上でこすり磨いて乾燥したもので、極めて苦い味を有
する。兵庫県で栽培され丹波黄連の名がある。健胃強
壮剤としての荒連エキスを作る。地方では煎汁を眼疾
の洗眼料とする。黄色の染l I efとして利用されることも
ある。
; . t ウレシ麗
仁実の側吋なし
葉は 3小葉、花茎に i花一一- …・ミ0 / メオウレν
果実の側面に縦線がある

!広?t1一一…葉は 3 小葉.一.日…..….……..一.口...一一.リ.ミ0/パ/バイカオウレ y

奨は 5 小葉.一.叫…...….....一.川..一一.日….引...メイカすウレν
花は 1 - 3個を着ける日は 1一線付葉は 1回3出羽状探裂.….吋...一….リ….....キグメすウレν
葉は 2 回3出複生.….吋..一一.叫...一.リ…...…..セリメすウレν
葉は 3 回3出複生… H ・H ・..・・・・ 2 セロメオウレ〆

9. ヒガシバナ
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利用外とする意味からつけた名などにわけることがで
きる。
1. V タマガロ、シピトバナ、テグサロ、ヘピノハナ

など
2. -=1:/ジュγヤグ、テジガイメナ、グゴグメテなど
3. ハミズハテミズ、ワスレグサ、 y ョウグ冨ウメ

ナ、ハナシイモなど
4. カラスノマグラ、ウシノニνニグ、キY ネパテ、

キγネノイモ、キ Y ネノタイマ Y など
との花を指さすとその指が腐ると言われ、誤って指
さした場合、他人にその指を足でふんでもらって、そ
の禍いを免れるという地方がある。とのようなことが
子どもたちの聞にいいはやされることは、との植物の
毒性に基づく中毒の現象からきたものと興味深いもの
がある。キツネノカミソロにもリコ] ) : /を含む o ))コ
リν還元のヒドロロコ) ) : / は務調アメ戸メに対し撲滅
作用がある。
10. パイケイソウ
京子H中部以北及び北海道の深山蹴すのやや陰湿地に，
生ずる多年金書本で、全体粗剛、茎は単一で 1 - 1 . 5 i  

(p.8へ)1
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シコロ害!"Cアτ一一円てず弓て‘

一 ) !

4  

-.' '  丸子

Y ギ ( H，開花直前， 0 ，才的、0 / 1 ) パテ ( H，花〉、
ムラサキマユミ ( H ) 、サワダ、0 / ( 0 ) 、ブサザグラ

( H， 0 ，花) . ケヤマザグラ〈日，花〉
(C) 羊歯

ザカグイノデ ( H，0) 、タヤナy イノデ、サイゴ
グイノデ ( H ) 、オジヤグジデνダ ( H，0 ) 、すV
グ〔日〉、グュウモ y Y'$/グ、 y シ' j J ' シラ、ヤマヤプ
ソテ0 / C H， 0 ) 、ヒロハヤプソテ y 、イワイタチシ
グ ( 0 ) 、ヤマイタチシダ、ミヤマベニ$ / 2<" C H， 
0 ) 、コタニワタリ、カラグサシダ、 ( 0 ) 、ピロウド

シ2 < " 、ヒメサジラνC H，0 ) 、/ キシノプ、ミヤマ

類

花せず， 0 ) 、イチリ γソウ ( H， 0 ) 、サワハコ
ベ、ミヤマハコベ、ノミノブスマ、ヤマトグサ、ブタ
ロシズカ、ヒト P シズカ、 y ュy ラν( H ) 、ヒメケ
イラν( 0 ) 、テνナ!/"$ノヨウ ( H，0) 、オグノカ
y スゲ¥ カサラスゲ、ミヤマグュズスグ〈日〉、ミヤ
マカ νスゲ、カ y スゲ、王子ジ王子カサスヂ、コカ y スゲ、

( 0 )、ナルコスグ、ニ y ノホ〆モνジスゲ、ミゾイチ
ゴ Y ナギ C H，0 )  

つぼみのもの
アサγキ、ヤマトグサ. ハνショウズノレ C H )

(b) 

ノキシノブ ( H，0 ) 、イヌνグ ( H ) 、ウスヒメワ

ラピ ( 0 ) 、キヅノオ手ノグ、ゼY マイ C H，0 ) 、ウ

その他の草本類
タイミンガサ( 日〉、プ王子、ノプキ C H，0 ) 、ウ

ド C H ) 、イタドロ ( H，0 ) 、ザゼシソウ( 果， H ，
0 ) 、オオメコ C H，0 )  

( B ) 木 本

(  c) 

タヒバ (0)類

採集植物で疑問のあるものは田川基二博士〈羊歯
類〉、村田源先生 C顕花植物〕、小山鉄夫先生〈スグ
扇〉、三木11民一先生( スミレ麗〉の御考定を賜った。
記して) 享く感謝の意を表する。命宿泊のお世話になっ
た引原小学校寺元先生に厚く御礼申上げる。( July，
3， 1954) 

記号: 日; 引原， 0 ; 音 7九花; 開花，実: 結実(H，果〉、ゴ、マキ (0) 、ヤマタグジ
( H，花，附近の山から2 < " イセシミヲメタ Y グと共に
採って来ているものを見た。〉、ダ、イセνミヲメ ;J')l

グ C H，花，これは採集した。〉、コハテイカグ ( 0，
花〉、キプシ (H，0 ，花〉、ミヤマハハソ (0) 、
トチノキ ( H，0 ，芽が約 4 - 5 c mのびたところ。〉
チドリノキ ( H， 0 ， 花) . ウリハグカ z デ" ( H， 

エザトコ

シュロソウ
旧葉翰の残部が、シュロ毛に色と形が似ているため

の名事訴で、根を黒委事E室根( コグリロコ ν〉といい、薬
湯を作って入浴するとカイセνに効き、棋の煎汁はν
ラミの駆除剤とする。エルビ、νを含む。

11. 

(p.72から〉

m 、根茎は短大で横走し根を出す。茎は中空管状で下
部は紫色を帯びる。実は大形で互生し、広樗円、または
長卵形、長さ20-30 c m、先は尖り基部は締まり、茎
を抱く翰となる。縦ひだ多数顕著で裏面に軟かい短毛
を密主主する。 7 月項、基頂に円錐状複総状花序を出
し、 6弁で淡賞禄の条錦のある白色花を聞く。少しく
臭気がある。

シュロソウ層E…一醐は短カし
雄花やや長〈、子房無毛・・・. . . . . . . ーコパイケイソウ
雄花やや短かく、子房有毛・・・H ・H ・パイケイソウ

花がい片は緑色~ 黒紫色、花柄はやや長い

根茎をとり乾したものを白護軍蓮根、または東雲草〈ν
ノノメソウ〉と呼ぶ。エルピν、プロトベラドリ ν、

i花緑色、花がい片やや鋭頭 ア同ソウ
花黒紫色、花がい片やや鈍頭i実は披針形でやや広い νユロソウ
葉は線形で狭い・.......・H ・- ナガパノ: シュロソウ

8  

セメグνなどのアルカロイドを含む。
長用殺虫剤水 11に東雲草600gを7¥れ煎じ、穏液に

右けん75 gを加え71<17 1にうすめて使用する。ネキロ
ムV 、ハムシに有効で、煎汁は烏の羽、y ラミ駆除や皮
膚病に塗布するコパイケイソウも同成分である。

suzuki



